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(57)【要約】

【課題】方案部にＶ字部を有する多数個取り鋳型におい

て、鋳造サイクルタイムの短縮が達成できる技術を提供

する。

【解決手段】鋳造金型２０は、湯口２５と、この湯口２

５から延びる主湯道２６と、この主湯道２６から分岐す

る２本の分岐湯道２７と、これらの分岐湯道２７の先に

各々設けられるキャビティ２８とを有する２個取り鋳型

である。主湯道２６と分岐湯道２７との接続部位は、Ｖ

字状を呈するＶ字部２９とされる。Ｖ字部２９の谷底を

渡るように延びて分岐湯道２７の入口同士を繋ぐ空洞３

１が設けられている。空洞３１により、鋳物のＶ字方案

部にブリッジ状のリブを形成する。このリブはＶ字方案

部を補強し、Ｖ字方案部の破損を防止する。破損が防止

されるため、鋳造サイクルタイムの短縮が可能となる。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 多 数 個 取 り 鋳 型 で あ り 、

　 湯 口 と 、 こ の 湯 口 か ら 延 び る 主 湯 道 と 、 こ の 主 湯 道 か ら 分 岐 す る 複 数 本 の 分 岐 湯 道 と 、

こ れ ら の 分 岐 湯 道 の 先 に 各 々 設 け ら れ る キ ャ ビ テ ィ と を 有 す る 鋳 造 金 型 で あ っ て 、

　 こ の 鋳 造 金 型 の 断 面 に お い て 、

　 前 記 主 湯 道 と 前 記 分 岐 湯 道 と は Ｙ 字 状 に 配 置 さ れ 、 前 記 分 岐 湯 道 同 士 は Ｖ 字 状 に 配 置 さ

れ 、

　 前 記 主 湯 道 を 通 っ た 溶 湯 が 当 た っ て 前 記 分 岐 湯 道 へ 分 か れ る 部 位 を 、 Ｖ 字 部 と 呼 ぶ と き

に 、 前 記 Ｖ 字 部 の 谷 底 を 渡 る よ う に 延 び て 前 記 分 岐 湯 道 の 入 口 同 士 を 繋 ぐ 空 洞 が 設 け ら れ

て い る こ と を 特 徴 と す る こ と を 特 徴 と す る 鋳 造 金 型 。

【 請 求 項 ２ 】

　 請 求 項 １ 記 載 の 鋳 造 金 型 で あ っ て 、

　 前 記 空 洞 の 長 手 軸 に 直 交 す る 面 で 切 断 し て な る 断 面 に お い て 、 こ の 断 面 に は 、 前 記 Ｖ 字

部 の 谷 底 を 規 定 す る 谷 底 線 と 、 こ の 谷 底 線 の 一 端 に 繋 が る 第 １ 空 洞 輪 郭 線 と 、 前 記 Ｖ 字 部

の 谷 底 線 の 他 端 に 繋 が る 第 ２ 空 洞 輪 郭 線 と が 存 在 し 、

　 前 記 空 洞 は 、 前 記 Ｖ 字 部 の 谷 底 線 の 両 端 に 各 々 １ 条 、 合 計 ２ 条 設 け ら れ て い る こ と を 特

徴 と す る 鋳 造 金 型 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 多 数 個 取 り 鋳 型 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 車 両 を 例 に 取 る と 、 ス テ ア リ ン グ 系 部 品 に ナ ッ ク ル が 含 ま れ る 。 ナ ッ ク ル は 、 左 車 輪 に

付 設 す る 左 ナ ッ ク ル と 、 右 車 輪 に 付 設 す る 右 ナ ッ ク ル と か ら な る 。

　 １ 個 の 鋳 造 金 型 に 、 左 ナ ッ ク ル 用 の キ ャ ビ テ ィ と 右 ナ ッ ク ル 用 の キ ャ ビ テ ィ を 設 け 、 １

回 の 注 湯 で 、 左 ナ ッ ク ル と 右 ナ ッ ク ル と を 鋳 造 す る こ と が 、 よ く 行 わ れ て い る 。 こ の よ う

に 、 １ 個 の 鋳 造 金 型 で 、 ２ 個 又 は ３ 個 以 上 の 製 品 を 得 る こ と は 、 多 数 個 取 り と 呼 ば れ る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 こ の よ う な 多 数 個 取 り に 供 す る 鋳 型 が 、 色 々 提 案 さ れ て き た （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ （ 図

５ ） 参 照 ） 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 特 許 文 献 １ を 次 図 に 基 づ い て 説 明 す る 。

　 図 ８ は 従 来 技 術 に よ り 鋳 造 さ れ た 鋳 物 の 外 形 図 で あ る 。

　 鋳 物 １ ０ ０ は 、 製 品 部 １ ０ １ と 、 方 案 部 １ １ １ と か ら な る 。 な お 、 鋳 造 技 術 に お け る 方

案 は 、 鋳 造 金 型 の 内 部 の 設 計 を 指 す 用 語 で あ る が 、 本 明 細 書 で は 、 鋳 物 の 非 製 品 部 分 を 方

案 部 と 呼 ぶ 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 製 品 部 １ ０ １ は 、 第 １ 製 品 鋳 物 １ ０ ２ と 第 ２ 製 品 鋳 物 １ ０ ３ と か ら な る 。

　 方 案 部 １ １ １ に は 、 Ｖ 字 方 案 部 １ １ ２ が 含 ま れ る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 方 案 部 １ １ １ は 、 湯 口 切 断 機 と 呼 ば れ る カ ッ タ ー に よ り 、 第 １ 製 品 鋳 物 １ ０ ２ と 第 ２ 製

品 鋳 物 １ ０ ３ と か ら 分 離 さ れ る 。 分 離 さ れ た 方 案 部 １ １ １ は 、 回 収 さ れ 、 再 溶 解 さ れ る 。

　 一 方 、 第 １ 製 品 鋳 物 １ ０ ２ と 第 ２ 製 品 鋳 物 １ ０ ３ と は 、 各 々 機 械 加 工 が 施 さ れ て 製 品 と

な る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 一 般 に 鋳 造 金 型 は 溶 湯 よ り 低 温 で あ る 。 注 湯 後 に 溶 湯 は 鋳 造 金 型 で 冷 却 さ れ て 凝 固 す る

。 鋳 造 金 型 が 冷 媒 通 路 を 有 す る と き は 、 溶 湯 の 冷 却 及 び 凝 固 が 促 さ れ る 。

　 注 湯 後 に 製 品 部 １ ０ １ が 冷 却 さ れ 、 遅 れ て 方 案 部 １ １ １ が 冷 却 さ れ る 。 さ ら に 方 案 部 １
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１ １ の 中 心 部 １ １ ３ が 最 も 遅 れ て 冷 却 さ れ る 。 結 果 、 方 案 部 １ １ １ の 中 心 部 １ １ ３ は 、 最

も 遅 れ て 凝 固 す る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 中 心 部 １ １ ３ が 凝 固 し て か ら 鋳 造 金 型 を 開 く 。 鋳 造 金 型 が 固 定 型 と 可 動 型 か ら な る 場 合

、 鋳 物 １ ０ ０ は 可 動 型 に 付 い た 状 態 で 固 定 型 か ら 離 れ る 。 次 に 、 取 り 出 し ロ ボ ッ ト に よ り

、 可 動 型 か ら 鋳 物 １ ０ ０ を 取 り 出 す 。 以 上 が 、 標 準 的 な 鋳 造 工 程 で あ る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 と こ ろ で 、 近 年 、 生 産 性 の 向 上 が 求 め ら れ 、 そ の 一 環 と し て 鋳 造 サ イ ク ル タ イ ム の 短 縮

が 検 討 さ れ る 。

　 鋳 造 サ イ ク ル タ イ ム を 短 縮 す る た め に 本 発 明 者 ら は 、 方 案 部 １ １ １ の 中 心 部 １ １ ３ が 未

凝 固 の 段 階 で 、 鋳 造 金 型 を 開 き 、 鋳 造 金 型 か ら 鋳 物 １ ０ ０ を 取 り 出 す こ と を 試 み た 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 す る と 、 鋳 物 １ ０ ０ が 割 れ 、 鋳 物 １ ０ ０ の 一 部 が 固 定 型 に 残 り 、 鋳 物 １ ０ ０ の 残 部 が 可

動 型 と 一 緒 に な る 。 こ の 残 部 は 取 り 出 し ロ ボ ッ ト で 取 り 出 す 。

　 一 方 、 固 定 型 に 残 っ た 鋳 物 １ ０ ０ の 一 部 は 別 途 取 り 出 す 必 要 が あ り 、 こ の 処 置 に 手 間 が

掛 か り 、 鋳 造 サ イ ク ル タ イ ム の 短 縮 は 、 達 成 で き な か っ た 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 し か し 、 生 産 性 の 向 上 が 求 め ら れ 中 、 鋳 造 サ イ ク ル タ イ ム の 短 縮 が 達 成 で き る 技 術 が 求

め ら れ る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ １ ２ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ９ － ５ ６ ５ ０ ３ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ １ ３ 】

　 本 発 明 は 、 方 案 部 に Ｖ 字 部 を 有 す る 多 数 個 取 り 鋳 型 に お い て 、 鋳 造 サ イ ク ル タ イ ム の 短

縮 が 達 成 で き る 技 術 を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ １ ４ 】

　 請 求 項 １ に 係 る 発 明 は 、 多 数 個 取 り 鋳 型 で あ り 、

　 湯 口 と 、 こ の 湯 口 か ら 延 び る 主 湯 道 と 、 こ の 主 湯 道 か ら 分 岐 す る 複 数 本 の 分 岐 湯 道 と 、

こ れ ら の 分 岐 湯 道 の 先 に 各 々 設 け ら れ る キ ャ ビ テ ィ と を 有 す る 鋳 造 金 型 で あ っ て 、

　 こ の 鋳 造 金 型 の 断 面 に お い て 、

　 前 記 主 湯 道 と 前 記 分 岐 湯 道 と は Ｙ 字 状 に 配 置 さ れ 、 前 記 分 岐 湯 道 同 士 は Ｖ 字 状 に 配 置 さ

れ 、

　 前 記 主 湯 道 を 通 っ た 溶 湯 が 当 た っ て 前 記 分 岐 湯 道 へ 分 か れ る 部 位 を 、 Ｖ 字 部 と 呼 ぶ と き

に 、 前 記 Ｖ 字 部 の 谷 底 を 渡 る よ う に 延 び て 前 記 分 岐 湯 道 の 入 口 同 士 を 繋 ぐ 空 洞 が 設 け ら れ

て い る こ と を 特 徴 と す る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 請 求 項 ２ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 鋳 造 金 型 で あ っ て 、

　 前 記 空 洞 の 長 手 軸 に 直 交 す る 面 で 切 断 し て な る 断 面 に お い て 、 こ の 断 面 に は 、 前 記 Ｖ 字

部 の 谷 底 を 規 定 す る 谷 底 線 と 、 こ の 谷 底 線 の 一 端 に 繋 が る 第 １ 空 洞 輪 郭 線 と 、 前 記 Ｖ 字 部

の 谷 底 線 の 他 端 に 繋 が る 第 ２ 空 洞 輪 郭 線 と が 存 在 し 、

　 前 記 空 洞 は 、 前 記 Ｖ 字 部 の 谷 底 線 の 両 端 に 各 々 １ 条 、 合 計 ２ 条 設 け ら れ て い る こ と を 特

徴 と す る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ６ 】

　 請 求 項 １ に 係 る 発 明 で は 、 鋳 造 金 型 内 部 の Ｖ 字 部 に 空 洞 を 設 け た 。

　 キ ャ ビ テ ィ に よ り 製 品 部 が 鋳 造 さ れ 、 主 湯 道 と 分 岐 湯 道 と で 方 案 部 が 鋳 造 さ れ 、 Ｖ 字 部
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で Ｖ 字 方 案 部 が 形 成 さ れ る 。 こ の と き に 、 空 洞 に よ り Ｖ 字 方 案 部 に ブ リ ッ ジ 状 の リ ブ が 形

成 さ れ る 。 こ の リ ブ が 補 強 作 用 を 発 揮 し 、 方 案 部 の 破 断 を 防 止 す る 。

　 リ ブ の 補 強 作 用 に よ り 、 方 案 部 の 中 心 部 が 未 凝 固 状 態 で あ っ て も 、 方 案 部 の 強 度 が 確 保

さ れ 、 鋳 造 金 型 か ら 鋳 物 を 良 好 に 取 り 出 す こ と が で き る 。

　 結 果 、 本 発 明 に よ り 、 方 案 部 に Ｖ 字 部 を 有 す る 多 数 個 取 り 鋳 型 に お い て 、 鋳 造 サ イ ク ル

タ イ ム の 短 縮 が 達 成 で き る 技 術 が 提 供 さ れ る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 請 求 項 ２ に 係 る 発 明 で は 、 空 洞 は 、 Ｖ 字 部 の 谷 底 線 の 両 端 に 各 々 １ 条 、 合 計 ２ 条 設 け た

。

　 谷 底 線 は 主 湯 道 の 上 面 に 相 当 す る 。 谷 底 線 に 直 交 す る 面 が 主 湯 道 の 側 面 に 相 当 す る 。

　 主 湯 道 に お い て 、 溶 湯 は 鋳 造 金 型 に よ り 上 面 と 側 面 と か ら 冷 却 さ れ る 。 空 洞 は 上 面 と 側

面 と の 交 わ る 部 位 （ 交 わ る 部 位 の 近 傍 を 含 む 。 ） に 設 け ら れ て い る た め 、 空 洞 を 満 た す 溶

湯 は 速 や か に 冷 却 さ れ 、 強 度 の 大 き な リ ブ と な る 。

　 す な わ ち 、 空 洞 を ２ 条 と し 、 強 度 の 大 き な ２ 条 の リ ブ を Ｖ 字 方 案 部 に 形 成 す る 。 鋳 造 サ

イ ク ル タ イ ム を 更 に 短 縮 し て も 方 案 部 が 健 全 の ま ま 鋳 物 を 鋳 造 鋳 型 か ら 取 り 出 す こ と が で

き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ８ 】

【 図 １ 】 鋳 造 設 備 の 原 理 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 本 発 明 に 係 る 鋳 造 金 型 の 断 面 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 図 ２ の ３ － ３ 線 断 面 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 鋳 物 の 外 形 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 図 ４ の ５ 矢 視 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 図 ５ の ６ － ６ 線 断 面 図 で あ る 。

【 図 ７ 】 （ ａ ） ～ （ ｃ ） は 変 更 例 を 説 明 す る 断 面 図 で あ る 。

【 図 ８ 】 従 来 技 術 に よ り 鋳 造 さ れ た 鋳 物 の 外 形 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ９ 】

　 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 添 付 図 に 基 づ い て 以 下 に 説 明 す る 。

【 実 施 例 】

【 ０ ０ ２ ０ 】

［ 鋳 造 設 備 ］

　 図 １ に 示 す よ う に 、 鋳 造 設 備 １ ０ は 、 例 え ば 、 保 持 炉 １ １ と 、 電 磁 ポ ン プ １ ２ と 、 ス ト

ー ク １ ３ と 、 鋳 造 金 型 ２ ０ と 、 製 品 取 り 出 し ロ ボ ッ ト １ ４ と か ら な る 。

　 保 持 炉 １ １ は 、 ヒ ー タ １ ５ を 備 え 、 ア ル ミ ニ ウ ム の 溶 湯 １ ６ を 貯 留 す る 炉 で あ る 。

　 電 磁 ポ ン プ １ ２ は 、 溶 湯 １ ６ を 汲 み 上 げ 、 加 圧 し て 鋳 造 金 型 ２ ０ へ 送 る 機 器 で あ る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 鋳 造 金 型 ２ ０ の 詳 細 な 説 明 は 後 述 す る が 、 鋳 造 金 型 ２ ０ は 、 例 え ば 、 固 定 型 ２ １ と 、 こ

の 固 定 型 ２ １ に 載 せ る 可 動 型 ２ ２ と か ら な る 。

　 固 定 型 ２ １ は 、 ス ト ー ク １ ３ 上 に 静 止 し て い る た め 固 定 型 と 呼 ば れ る 。

　 可 動 型 ２ ２ は 、 シ リ ン ダ ２ ３ で 昇 降 さ れ る た め 可 動 型 と 呼 ば れ る 。

　 製 品 取 り 出 し ロ ボ ッ ト １ ４ は 、 可 動 型 ２ ２ の 下 に 潜 っ て 可 動 型 ２ ２ か ら 鋳 物 を 取 り 出 す

機 器 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 な お 、 鋳 造 設 備 １ ０ は 、 低 圧 鋳 造 設 備 、 ダ イ カ ス ト 設 備 で あ っ て も よ く 、 電 磁 ポ ン プ １

２ を 用 い た 設 備 に 限 定 さ れ な い 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

［ 鋳 造 金 型 ］

　 図 ２ に 示 す よ う に 、 鋳 造 金 型 ２ ０ は 、 例 え ば 、 固 定 型 ２ １ と 可 動 型 ２ ２ と か ら な る 。 鋳

造 金 型 ２ ０ は 、 湯 口 ２ ５ と 、 こ の 湯 口 ２ ５ か ら 延 び る 太 い 柱 状 の 主 湯 道 ２ ６ と 、 こ の 主 湯

10

20

30

40

50



(5) JP  2023-171242  A   2023.12.1

道 ２ ６ か ら 分 岐 す る 複 数 本 （ こ の 例 で は ２ 本 ） の 分 岐 湯 道 ２ ７ と 、 こ れ ら の 分 岐 湯 道 ２ ７

の 先 に 各 々 設 け ら れ る キ ャ ビ テ ィ ２ ８ と を 有 す る 多 数 個 （ こ の 例 で は ２ 個 ） 取 り 鋳 型 で あ

る 。 な お 、 鋳 造 金 型 ２ ０ は 、 固 定 型 ２ １ と 可 動 型 ２ ２ に 中 間 型 及 び ／ 又 は ス ラ イ ド 型 を 加

え て な る 複 雑 な 型 で あ っ て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

［ Ｖ 字 部 ］

　 主 湯 道 ２ ６ と 複 数 の 分 岐 湯 道 ２ ７ と は 、 Ｙ 字 ３ ６ に 沿 っ て 配 置 さ れ る 。 Ｙ 字 ３ ６ を 上 部

の 「 Ｖ 」 と 下 部 の 「 Ｉ 」 と に 区 分 し た と き に 、 上 部 の 「 Ｖ 」 を Ｖ 字 ３ ７ と 呼 ぶ 。 す る と 、

複 数 の 分 岐 湯 道 ２ ７ は Ｖ 字 ３ ７ を 沿 っ て 配 置 さ れ る 。 す な わ ち 、 鋳 造 金 型 ２ ０ の 断 面 に お

い て 、 主 湯 道 ２ ６ と 分 岐 湯 道 ２ ７ と は Ｙ 字 状 に 配 置 さ れ 、 分 岐 湯 道 ２ ７ 同 士 は Ｖ 字 状 に 配

置 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 な お 、 Ｙ 字 ３ ６ は 、 縦 向 き 中 心 軸 に 対 称 な 綺 麗 な Ｙ 字 の 他 、 非 対 称 な 崩 れ た Ｙ 字 で あ っ

て も よ い 。 同 様 に 、 Ｖ 字 ３ ７ は 、 縦 向 き 中 心 軸 に 対 称 な 綺 麗 な Ｖ 字 の 他 、 崩 れ た Ｖ 字 で あ

っ て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 溶 湯 （ 図 １ 、 符 号 １ ６ ） は 湯 口 ２ ５ を 通 り 、 主 湯 道 ２ ６ を 上 昇 し 、 可 動 型 ２ ２ の 下 へ 突

出 す る 部 位 に 当 た っ て 、 分 か れ る 。 主 湯 道 ２ ６ を 通 っ た 溶 湯 が 当 た っ て 分 岐 湯 道 ２ ７ へ 分

か れ る 部 位 を 、 Ｖ 字 部 ２ ９ と 呼 ぶ こ と に す る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

［ 空 洞 ］

　 Ｖ 字 部 ２ ９ に は 、 Ｖ 字 部 ２ ９ の 谷 底 を 渡 る よ う に 延 び て 空 洞 ３ １ が 付 設 さ れ て い る 。 こ

の 空 洞 ３ １ は 、 分 岐 湯 道 ２ ７ の 入 口 同 士 に 繋 が っ て い る 。

　 す な わ ち 、 Ｖ 字 部 ２ ９ に 、 こ の Ｖ 字 部 ２ ９ の 谷 底 を 渡 る よ う に 延 び て 分 岐 湯 道 ２ ７ の 入

口 同 士 を 繋 ぐ 空 洞 ３ １ が 設 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 図 ２ の ３ － ３ 線 断 面 図 を 、 図 ３ に 示 す 。

　 図 ３ に 示 す よ う に 、 空 洞 ３ １ は 、 ２ 条 設 け ら れ て い る 。 図 ３ で 、 図 面 の 表 （ お も て ） か

ら 裏 へ 延 び る 軸 （ 図 ２ で は 左 か ら 右 へ 延 び る 軸 ） を 空 洞 ３ １ の 長 手 軸 と 呼 ぶ 。

　 図 ３ は 空 洞 ３ １ の 長 手 軸 に 直 交 す る 面 で 切 断 し て な る 断 面 図 で あ る 。

　 こ の 断 面 に は 、 谷 底 を 規 定 す る 谷 底 線 ３ ２ と 、 こ の 谷 底 線 ３ ２ の 一 端 に 繋 が る 第 １ 空 洞

輪 郭 線 ３ ３ と 、 谷 底 線 ３ ２ の 他 端 に 繋 が る 第 ２ 空 洞 輪 郭 線 ３ ４ と が 存 在 す る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 そ し て 、 第 １ 空 洞 輪 郭 線 ３ ３ で 一 方 の 空 洞 ３ １ が 形 成 さ れ 、 第 ２ 空 洞 輪 郭 線 ３ ４ で 他 方

の 空 洞 ３ １ が 形 成 さ れ る 。

　 結 果 、 谷 底 線 ３ ２ の 両 端 に 、 各 々 １ 条 、 合 計 ２ 条 の 空 洞 ３ １ が 設 け ら れ る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 図 ２ に お い て 、 溶 湯 （ 図 １ 、 符 号 １ ６ ） は 、 湯 口 ２ ５ → 主 湯 道 ２ ６ → Ｖ 字 部 ２ ９ 及 び 空

洞 ３ １ → 分 岐 湯 道 ２ ７ の 順 で 流 れ 、 キ ャ ビ テ ィ ２ ８ に 充 満 す る 。 そ し て 、 金 型 ２ ０ の 冷 却

作 用 に よ り 、 溶 湯 は 冷 却 さ れ 凝 固 す る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 先 ず キ ャ ビ テ ィ ２ ８ の 溶 湯 が 凝 固 し 、 次 に 分 岐 湯 道 ２ ７ の 溶 湯 が 凝 固 し 、 最 後 に 主 湯 道

２ ６ の 溶 湯 が 凝 固 す る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 本 発 明 で は 、 キ ャ ビ テ ィ ２ ８ の 溶 湯 は 完 全 に 凝 固 し 、 主 湯 道 ２ ６ の 溶 湯 が 不 完 全 に 凝 固

（ 半 凝 固 ） し た 時 点 で 、 鋳 造 金 型 ２ ０ を 開 く こ と に よ り 、 鋳 造 サ イ ク ル タ イ ム を 短 縮 す る

。

　 鋳 物 は 可 動 型 ２ ２ に 付 い た 状 態 で 固 定 型 ２ １ か ら 離 れ る 。 こ の 間 に 主 湯 道 ２ ６ の 溶 湯 の

凝 固 が 進 む 。

　 次 に 、 可 動 型 ２ ２ か ら 鋳 物 を 取 り 出 す 。 取 り 出 さ れ た 鋳 物 を 図 ４ に 示 す 。
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【 ０ ０ ３ ３ 】

［ 鋳 物 ］

　 図 ４ に 示 す よ う に 、 得 ら れ た 鋳 物 ４ ０ は 、 左 右 の 製 品 部 ４ １ と 、 そ れ 以 外 の 方 案 部 ４ ２

と か ら な る 。

　 製 品 部 ４ １ は 、 例 え ば 、 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 製 の ス テ ア リ ン グ 系 左 ナ ッ ク ル と ス テ ア リ ン

グ 系 右 ナ ッ ク ル で あ る 。 た だ し 、 製 品 部 ４ １ は ス テ ア リ ン グ 系 ナ ッ ク ル に 限 定 さ れ な い 。

　 方 案 部 ４ ２ は 、 大 径 の 主 方 案 部 ４ ３ と 、 こ の 主 方 案 部 ４ ３ の 上 端 の Ｖ 字 方 案 部 ４ ４ と 、

こ の Ｖ 字 方 案 部 ４ ４ か ら 左 右 に 分 岐 す る 分 岐 方 案 部 ４ ５ と か ら な る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

［ リ ブ ］

　 図 ４ の ５ 矢 視 図 が 図 ５ で あ る 。

　 図 ５ に 示 す よ う に 、 Ｖ 字 方 案 部 ４ ４ に は 、 ２ 条 の リ ブ ４ ６ が 形 成 さ れ て い る 。

　 図 ４ に 示 す よ う に 、 リ ブ ４ ６ は 、 左 の 分 岐 方 案 部 ４ ５ と 右 の 分 岐 方 案 部 ４ ５ と を 繋 ぐ ブ

リ ッ ジ の 役 割 を 果 た す 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 図 ５ の ６ － ６ 線 断 面 図 を 、 図 ６ に 示 す 。

　 図 ６ に 示 す よ う に 、 Ｖ 字 方 案 部 ４ ４ の 断 面 を 観 察 す る と 、 灰 色 断 面 部 ４ ８ と 白 色 断 面 部

４ ９ と が 現 れ た 。 灰 色 断 面 部 ４ ８ は 、 充 分 な 速 度 で 冷 却 さ れ る 。 溶 湯 は 急 速 に 冷 却 さ れ る

と チ ル 化 す る 。 チ ル 化 組 織 は 強 度 が 大 き い 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 す な わ ち 、 灰 色 断 面 部 ４ ８ は 強 度 が 大 き い 。

　 対 し て 、 白 色 断 面 部 ４ ９ は 未 凝 固 破 面 で あ り 強 度 は 小 さ い 。

　 リ ブ ４ ６ は 灰 色 断 面 部 ４ ８ に 属 し 、 強 度 が 大 き い 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 図 ２ に 示 す 固 定 型 ２ １ か ら 可 動 型 ２ ２ を 上 へ 開 く と き に 、 主 湯 道 ２ ６ か ら 主 方 案 部 （ 図

４ 、 符 号 ４ ３ ） を 引 き 抜 く 必 要 が あ る 。 こ の 引 き 抜 き の と き に 、 Ｖ 字 方 案 部 （ 図 ４ 、 符 号

４ ４ ） に 大 き な 力 が 掛 か る 。

　 し か し 、 本 発 明 で は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 Ｖ 字 方 案 部 ４ ４ に ブ リ ッ ジ 状 の リ ブ ４ ６ が 渡

っ て お り 、 こ の リ ブ ４ ６ が Ｖ 字 方 案 部 ４ ４ を 補 強 す る た め 、 Ｖ 字 方 案 部 ４ ４ が 破 断 す る こ

と は な い 。 結 果 、 主 方 案 部 ４ ３ が 半 凝 固 （ 不 完 全 凝 固 ） の 時 点 で 、 鋳 造 金 型 を 開 く こ と が

で き 、 鋳 造 サ イ ク ル タ イ ム の 短 縮 が 可 能 と な っ た 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 本 発 明 に 係 る 変 更 例 を 、 図 ７ に 基 づ い て 説 明 す る 。

　 図 ７ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 リ ブ ４ ６ は 、 上 面 ５ １ の 中 央 に １ 条 設 け て も よ い 。

　 ま た は 、 図 ７ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 リ ブ ４ ６ は 、 上 面 ５ １ の 一 端 に １ 条 設 け て も よ い 。

　 ま た は 、 図 ７ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 リ ブ ４ ６ は 、 ３ 条 又 は ４ 条 以 上 設 け て も よ い 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 た だ し 、 溶 湯 に 対 す る 冷 却 は 、 上 面 ５ １ と 側 面 ５ ２ と か ら 溶 湯 の 中 心 に 向 か っ て 進 行 す

る 。

　 図 ７ （ ｂ ） で あ れ ば 、 上 面 ５ １ と 側 面 ５ ２ と が 交 わ る 部 位 （ す な わ ち 二 面 冷 却 さ れ る 部

位 ） に リ ブ ４ ６ が 形 成 さ れ る た め 、 こ の リ ブ ４ ６ は 早 い 速 度 で 冷 却 さ れ 、 強 度 は 大 き く な

る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 ま た 、 図 ６ も 、 上 面 ５ １ と 側 面 ５ ２ と が 交 わ る 部 位 （ 二 面 冷 却 さ れ る 部 位 ） に リ ブ ４ ６

が 形 成 さ れ る た め 、 こ の リ ブ ４ ６ は 早 い 速 度 で 冷 却 さ れ 、 強 度 は 大 き く な る 。

　 強 度 確 保 と バ ラ ン ス の 面 か ら 、 図 ７ （ ａ ） ～ （ ｃ ） よ り は 、 図 ６ の 形 態 が 望 ま し い 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 な お 、 リ ブ ４ ６ は 、 図 ７ （ ａ ） に 示 す よ う な 矩 形 断 面 、 図 ６ に 示 す よ う な 上 に 凸 の 台 形

断 面 と す る 他 、 三 角 形 断 面 、 上 に 凸 の 半 円 断 面 又 は 半 長 円 断 面 で あ っ て も よ く 、 断 面 形 状

は 実 施 例 に 限 定 さ れ な い 。
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【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 本 発 明 は 、 多 数 個 取 り 鋳 型 に 好 適 で あ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 １ ６ … 溶 湯 、 ２ ０ … 鋳 造 金 型 、 ２ ５ … 湯 口 、 ２ ６ … 主 湯 道 、 ２ ７ … 分 岐 湯 道 、 ２ ８ … キ

ャ ビ テ ィ 、 ２ ９ … Ｖ 字 部 、 ３ １ … 空 洞 、 ３ ２ … 谷 底 線 、 ３ ３ … 第 １ 空 洞 輪 郭 線 、 ３ ４ … 第

２ 空 洞 輪 郭 線 、 ３ ６ … Ｙ 字 、 ３ ７ … Ｖ 字 、 ４ ０ … 鋳 物 、 ４ １ … 製 品 部 、 ４ ２ … 方 案 部 、 ４

４ … Ｖ 字 方 案 部 、 ４ ６ … リ ブ 。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 手 続 補 正 書 】

【 提 出 日 】 令 和 5年 3月 14日 (2023.3.14)

【 手 続 補 正 １ 】

【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲

【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 １

【 補 正 方 法 】 変 更

【 補 正 の 内 容 】

【 請 求 項 １ 】

　 多 数 個 取 り 鋳 型 で あ り 、

　 湯 口 と 、 こ の 湯 口 か ら 延 び る 主 湯 道 と 、 こ の 主 湯 道 か ら 分 岐 す る 複 数 本 の 分 岐 湯 道 と 、

こ れ ら の 分 岐 湯 道 の 先 に 各 々 設 け ら れ る キ ャ ビ テ ィ と を 有 す る 鋳 造 金 型 で あ っ て 、

　 こ の 鋳 造 金 型 の 断 面 に お い て 、

　 前 記 主 湯 道 と 前 記 分 岐 湯 道 と は Ｙ 字 状 に 配 置 さ れ 、 前 記 分 岐 湯 道 同 士 は Ｖ 字 状 に 配 置 さ

れ 、

　 前 記 主 湯 道 を 通 っ た 溶 湯 が 当 た っ て 前 記 分 岐 湯 道 へ 分 か れ る 部 位 を 、 Ｖ 字 部 と 呼 ぶ と き

に 、 前 記 Ｖ 字 部 の 谷 底 を 渡 る よ う に 延 び て 前 記 分 岐 湯 道 の 入 口 同 士 を 繋 ぐ 空 洞 が 設 け ら れ

て い る こ と を 特 徴 と す る 鋳 造 金 型 。

【 手 続 補 正 ２ 】

【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書

【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４

【 補 正 方 法 】 変 更

【 補 正 の 内 容 】

【 ０ ０ １ ４ 】

　 請 求 項 １ に 係 る 発 明 は 、 多 数 個 取 り 鋳 型 で あ り 、

　 湯 口 と 、 こ の 湯 口 か ら 延 び る 主 湯 道 と 、 こ の 主 湯 道 か ら 分 岐 す る 複 数 本 の 分 岐 湯 道 と 、

こ れ ら の 分 岐 湯 道 の 先 に 各 々 設 け ら れ る キ ャ ビ テ ィ と を 有 す る 鋳 造 金 型 で あ っ て 、

　 こ の 鋳 造 金 型 の 断 面 に お い て 、

　 前 記 主 湯 道 と 前 記 分 岐 湯 道 と は Ｙ 字 状 に 配 置 さ れ 、 前 記 分 岐 湯 道 同 士 は Ｖ 字 状 に 配 置 さ

れ 、

　 前 記 主 湯 道 を 通 っ た 溶 湯 が 当 た っ て 前 記 分 岐 湯 道 へ 分 か れ る 部 位 を 、 Ｖ 字 部 と 呼 ぶ と き

に 、 前 記 Ｖ 字 部 の 谷 底 を 渡 る よ う に 延 び て 前 記 分 岐 湯 道 の 入 口 同 士 を 繋 ぐ 空 洞 が 設 け ら れ

て い る こ と を 特 徴 と す る 。
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